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簡易・迅速遺伝子検査ツールの開発と実用化

川瀬 三雄

　感染菌の遺伝子検査マーカーには、各種感染菌の種類を特定するマーカーと感染菌の薬剤耐性変異を識別するマーカーが
ある。今般、ゲノムシーケンサーの高性能化により感染菌ゲノムシーケンスの解読が急速に進み、各種感染菌の遺伝子検査マー
カーが次々に開発されて来ている。ところが、そう言った遺伝子マーカーを、実際の医療現場で誰でも簡単に検査できる技
術は未だ確立されておらず、特に、多くの感染症患者を抱え莫大な感染菌検査ニーズが潜在するものの当面高額な検査イン
フラの整備が望めない発展途上国での切実なニーズには応えられていないのが実情である。
　これまで我々は、新規な安価・簡便遺伝子検査技術としてSTH-PAS法（図-1）を提案し、上記ニーズに応えるべくその
更なる性能向上と用途開発を多くの共同研究者と精力的に進めている。このSTH-PAS法は、ターゲット遺伝子のPCRプラ
イマーにシングルDNAタグを結合させてPCR増幅させ、その増幅産物を、タグDNAと相補なオリゴDNAをライン状にプ
リントしたメンブレンストリップ（PAS）に展開し、シングルタグDNA同士のハイブリダイゼーション反応でPCR増幅産
物をトラップ検出する安価で簡便なマルチ遺伝子検査技術で、STHはSingle Tag Hybridization、PASはPrinted Array- 
Stripの略である。
　現在取り組んでいる性能向上に向けての研究課題としては、①更なる高精度・高感度なPASの開発、②定量性の確保、③
1ステップ検査デバイス化等が有り、用途開発に向けての研究課題としては、①変異（SNP）検査技術の確立、②各種感染
症マーカー検査への適用、③その他遺伝子検査への適用等がある。
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図-１．� 図2 核酸クロマトストリップ
商品名：C-PAS（F８）
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